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１
月
１
日
に
、
県
内
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
む
つ
み
地
域

の
成
人
式
に
続
き
、
２
日
に
福
栄
地
域
、
３
日
に
田
万
川

地
域
で
成
人
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
成
人
式
は
、
昨
年
８
月
14
日
に
見
島
地
区
、

15
日
に
須
佐
地
域
と
旭
地
域
で
行
い
、１
月
８
日
に
は
萩
・

川
上
地
域
を
市
民
館
で
行
い
ま
し
た
。

　

合
併
協
議
に
よ
り
、
合
併
前
の
市
町
村
単
位
で
行
っ
た

今
年
度
の
成
人
式
で
す
が
、
来
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、

来
年
の
新
成
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
す
る
な
ど
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
地
域
で
一
緒
に
開
催
で
き
る
よ
う
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　

対
象
者
は
20
人
で
、15
人（
男
性
８

人
、
女
性
７
人
）が
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
新
成
人
を
代
表
し
て
永

安
亮
一
さ
ん
が「
成
人
と
な
っ
た
今
、

一
人
の
大
人
と
し
て
、
ま
た
社
会
の

一
員
と
し
て
自
覚
を
持
ち
、
私
た
ち

の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
む
つ
み
が
ま
す

ま
す
発
展
す
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、茶
話
会
が
行
わ
れ
、

久
し
ぶ
り
に
再
会
し
た
友
達
と
会
話

は
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

対
象
者
は
30
人
で
、24
人（
男
性
11

人
、
女
性
13
人
）が
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、新
成
人
を
代
表
し
て
佐
々

井
優ゆ

う
や弥

さ
ん
が
「
自
分
が
生
き
た
証

を
残
し
て
悔
い
の
な
い
人
生
、
ま
た
、

21
世
紀
を
担
う
社
会
人
と
な
る
よ
う

努
力
し
ま
す
。
今
日
か
ら
は
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
社
会
の
役
に
立
つ

人
間
に
な
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と

新
た
な
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
道
の
駅
ハ
ピ
ネ
ス

ふ
く
え
で
茶
話
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

対
象
者
は
33
人
で
、
28
人（
男
性
15

人
、
女
性
13
人
）が
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
新
成
人
を
代
表
し
て
村

中
秀
二
さ
ん
が
「
大
人
に
な
っ
た
こ

と
を
自
覚
し
立
派
な
社
会
人
と
し
て

郷
土
を
愛
し
、
わ
が
国
の
発
展
と
、

世
界
平
和
の
た
め
、
堅
実
に
歩
み
ま

す
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
青
木
秀
典
氏
（
萩

市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）
か
ら

田
万
川
地
域
の
文
化
財
に
つ
い
て
の

講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

成
人
お
め
で
と
う
！

１
月
１
日
〜
３
日
に
成
人
式

む
つ
み
・
福
栄
・
田
万
川
地
域

む
つ
み
地
域

む
つ
み
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

／11

福
栄
地
域

福
栄
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

／21
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第
85
回
全
国
高
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
東
大
阪
市
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
で
開
催
さ

れ
、
山
口
県
代
表
の
萩
工
業
ラ
グ
ビ
ー
部
は
、

４
年
連
続
11
回
目
の
出
場
。

　

１
回
戦
は
、
12
月
27
日
開
会
式
直
後
の
第
１

試
合
。
萩
と
姉
妹
都
市
の
石
川
県
輪
島
市
の
日

本
航
空
第
二
高
校
と
対
戦
し
、
６
つ
の
ト
ラ
イ

を
奪
う
な
ど
自
慢
の
展
開
ラ
グ
ビ
ー
で
走
り
回

り
34
―
５
と
圧
勝
し
、初
戦
を
突
破
し
ま
し
た
。

　

２
回
戦
は
、
30
日
岩
手
県
代
表
の
シ
ー
ド
校

の
黒
沢
尻
北
高
校
と
対
戦
。
後
半
１
度
は
リ
ー

ド
し
た
も
の
の
、
再
逆
転
を
許
し
て
24
―
36
の

逆
転
負
け
。

　
「
夢
の
花
園
で
思
い
切
り
走
り
回
れ
た
」
と

山
根
主
将
。
目
標
と
し
て
い
た
ベ
ス
ト
８
進
出

は
果
た
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
健
闘
し
た
選
手

た
ち
に
、
ス
タ
ン
ド
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

▶
堂
々
と
し
た
行
進
で
す

　

12
月
10
日
か
ら
20
日
ま
で
、映
画「
長
州
フ
ァ

イ
ブ
」の
撮
影
が
市
内
各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

10
日
に
は
、
撮
影
に
先
立
ち
五
十
嵐
匠

し
ょ
う

監

督
、
俳
優
ら
80
人
が
松
陰
神
社
を
訪
れ
、
撮
影

の
安
全
と
映
画
の
ヒ
ッ
ト
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

撮
影
は
、
熊
谷
美
術
館
（
今
魚
店
町
）
で
始

ま
り
、
雪
の
積
も
っ
た
む
つ
み
自
衛
隊
演
習
場

で
英
国
領
事
館
前
の
シ
ー
ン
、
旧
久
保
田
家
住

宅
（
呉
服
町
）
と
旧
湯
川
家
屋
敷
（
川
島
）
で

芸げ
い
ぎ妓
役
も
参
加
し
て
京
都
祇
園
の
シ
ー
ン
が
撮

影
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
17
・
18
日
に
は
、
越
ヶ
浜
の
虎
ヶ
崎

で
、
１
８
６
２
年
（
文
久
二
年
）
８
月
に
起
き

た
薩
摩
藩
士
に
よ
る
英
国
人
殺
傷
の
生
麦

事
件
の
シ
ー
ン
を
撮
影
。
大
名
行
列
役
に

地
元
エ
キ
ス
ト
ラ
を
含
む
総
勢
１
８
０
人

が
出
演
し
ま
し
た
。
こ
の
冬
一
番
の
寒
さ

と
な
っ
た
こ
の
日
、
日
本
海
の
寒
風
が
吹

き
荒
れ
る
中
、
素
足
に
草
履
と
い
う
格
好

で
、
朝
６
時
か
ら
寒
さ
で
凍
え
な
が
ら
の

撮
影
が
続
き
ま
し
た
。

　

ロ
ケ
は
12
月
末
ま
で
下
関
、
長
崎
で
行

わ
れ
、
１
月
か
ら
イ
ギ
リ
ス
で
も
始
ま
り

ま
し
た
。
映
画
は
、
今
秋
ま
で
に
山
口

県
内
で
の
先
行
上
映
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

◀松陰神社での安全祈願

熊谷美術館でのロケ▶

★
元
気
な
入
場
行
進

　

開
会
式
で
明
る
く
元
気
な
入
場

行
進
し
た
チ
ー
ム
に
贈
ら
れ
る

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ド
リ
ー
ム
賞
」
を
、

萩
工
業
高
校
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
表
彰
さ
れ
、
１
回
戦
突

破
と
合
わ
せ
、
二
重
の
喜
び
と
な
り

ま
し
た
。

撮
影
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

映
画「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」萩
ロ
ケ
終
わ
る

萩
工
業
ラ
グ
ビ
ー
部

聖
地
・
花
園
で

〝
走
る
ラ
グ
ビ
ー
〞

　

先
月
、
五
十
嵐
監
督
は
じ
め
多

数
の
ス
タ
ッ
フ
が
来
萩
し
、
映
画

「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」
の
ロ
ケ
が
市

内
各
地
で
展
開
さ
れ
た
。
本
紙
の

表
紙
の
写
真
は
、
そ
の
撮
影
の
一

場
面
。
神
奈
川
県
生
麦
村
（
現
在

の
横
浜
市
鶴
見
区
）
で
起
こ
っ
た

生
麦
事
件
の
場
面
。
薩
摩
藩
島
津

公
の
行
列
に
英
国
商
人
の
騎
馬
が

遭
遇
し
、
行
列
を
乱
し
無
礼
と
の

理
由
で
英
国
人
を
殺
傷
す
る
と
の

事
件
。

　

季
節
は
本
来
８
月
な
の
だ
が
、

ロ
ケ
日
程
の
都
合
で
12
月
と
な
っ

た
。
し
か
も
当
日
は
酷
寒
の
日
。

海
か
ら
の
寒
風
は
、
氷
点
下
。
女

性
を
含
む
英
国
人
や
専
住
ス
タ
ッ

フ
も
多
数
撮
影
に
参
加
し
て
い
た

が
、
大
名
行
列
に
は
、
平
安
古
備

組
、
市
職
員
、
さ
く
ら
組
等
の

応
募
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約

１
８
０
人
が
参
加
。
そ
し
て
そ
の

寒
さ
を
少
し
で
も
癒
し
て
欲
し
い

と
し
て
越
ヶ
浜
漁
協
女
性
部
の
皆

さ
ん
が
温
か
い
鍋
物
を
提
供
さ
れ

る
な
ど
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の

支
援
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
映
画
は
、
夏
に
は
試
写
会

が
開
催
さ
れ
る
と
聞
く
。
大
い
に

期
待
し
た
い
。

■
市
長
コ
ラ
ム

No.9
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21はぎ市民会議会長
岩崎喜一郎さん

教育部会長 福島淳也さん

　地域の主要課題について市民の皆さんが中心となって考え、主体的に
まちづくりを推進するために昨年７月に設置された「21はぎ市民会議」
は、９つの部会に分かれ、それぞれがテーマを設定、調査・検討を重ね、
12月21日の報告会で市への提言を行いました。
　現在、市民の地方自治への積極的な参加が求められています。市とし
ては、これらの提言を今後のまちづくりに活かしていきます。
　来年度の市民会議については、新しい委員公募の検討などの準備を進
めています。

教育部会

①次代の「萩」を担う人づくり
　◎立腰教育（腰骨をたてることによって得られる、肉体
　　的・精神的な効果をねらった習慣）
　◎しつけの３原則（「あいさつをする」、「返事をする」、「脱
　　いだ履物をそろえる」）
② 三世代清掃の推進

情報部会
障害者に対するパソコンの無償譲渡制度の確立
（市役所で使わなくなったパソコンを、ボランティア団体
に無償譲渡し整備）

観光部会

①ユニバーサルデザインによる観光まちづくり
②金

かなごうけい

郷渓（川上地域の秘境）とホンシャクナゲ群生地の開発
③観光資源の効果的な情報発信
　（萩観光情報ホームページの統一と質的向上）

産業部会
①『産業まつり』（農業機械・工具等を展示）
②旅客飛行艇の導入
③コールセンターの誘致

環境部会 ①エコショップ協力店推薦制度の継続
②ＥＭ（有用微生物群）の水質浄化効果を調査・研究

福祉部会
①「地域ぐるみの見守り隊」の仕組み作り
②地域型小規模多機能拠点（通って、泊まって、家に出向い
　て、いざとなったら住むこともできる福祉施設）の設置

国際化
部会

①萩国際ボランティアクラブの活用
②国際交流を通じての観光客誘致

生活部会 超高齢化社会への対応策（ボランティア活動の推進等）

プレーパ
ーク部会

①プレーパークを運営するための市民組織の設置
②プレーリーダーの養成と研修会の実施
※プレーパークとは、プレーリーダーと呼ばれる大人が常
　駐し、子どもたちが自分の責任で自由に遊ぶことができ
　る広場。

－萩市への提言－（抜粋）

観光部会長 三好健二さん 情報部会長 藤山泰宏さん

環境部会長 津田和夫さん 産業部会長 吉井貞夫さん

国際化部会長 
野村真由美さん

福祉部会長 津守洋保さん

プレーパーク部会長 
白上由紀江さん

生活部会長 新井洋子さん

報 告 会

■問い合わせ　市民活動推進課（２５・３３７３）



市報HAGI●2006（平成18）年１月15日号5

　

ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ
リ
（
以

後
ピ
ロ
リ
菌
）
は
、
胃
炎
の
原
因
菌

と
し
て
ウ
ォ
ー
レ
ン
と
マ
ー
シ
ャ
ル

が
発
見
し
、
１
９
８
２
年
に
分
離
・

同
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ピ
ロ

リ
菌
を
除
菌
す
る
こ
と
に
よ
り
胃
・

十
二
指
腸
潰
瘍
の
再
発
を
抑
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
消
化
性
潰
瘍
再
発
の

原
因
の
１
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。ピ
ロ
リ
菌
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

小
児
期
に
感
染
が
成
立
し
、
生
涯
に

わ
た
り
感
染
が
継
続
し
ま
す
。

　

成
人
に
な
っ
て
か
ら
感
染
す
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
現
在
の
中
高

年
に
感
染
者
が
多
く
、
若
年
層
に
は

感
染
者
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
下
水

が
完
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
時
代
の

飲
み
水
が
感
染
経
路
で
は
な
い
か
と

い
う
の
が
有
力
な
説
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ピ
ロ
リ
菌
の
検
査
方
法
は
主
に
２

ピ
ロ
リ
菌
と
胃
の
病
気

　

医
師　

松
原
良よ
し
た
か尚

（
専
門 

内
科
・
消
化
器
科
）

つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
は
胃
カ
メ
ラ
施

行
時
の
生
検
（
組
織
を
２
㎜
ほ
ど
つ

ま
ん
で
採
取
す
る
）
に
よ
る
方
法
、

も
う
１
つ
は
尿
素
呼
気
試
験
と
い

っ
て
、
息
を
吹
き
か
け
る
だ
け
の
検

査
で
す
。
前
者
は
潰
瘍
の
有
無
、
治

癒
具
合
を
同
時
に
観
察
で
き
、
結
果

も
す
ぐ
に
分
か
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。
後
者
は
胃
カ
メ
ラ
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
結
果

が
出
る
ま
で
１
週
間
程
度
か
か
り
ま

す
。

　

ピ
ロ
リ
菌
は
、
日
本
人
の
約
半
数

が
胃
内
に
持
っ
て
い
る
菌
で
あ
り
、

菌
が
い
れ
ば
、
す
べ
て
何
ら
か
の
胃

の
病
気
を
惹
き
起
こ
す
と
い
う
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
除
菌
の
効
果
が

確
定
し
て
い
る
胃
・
十
二
指
腸
潰
瘍

に
お
い
て
す
ら
、
ピ
ロ
リ
菌
感
染
者

の
う
ち
消
化
性
潰
瘍
を
発
症
す
る
例

は
ほ
ん
の
数
％
で
あ
り
、
他
の
ほ
と

ん
ど
の
感
染
者
は
無
症
状
で
す
。

　

除
菌
治
療
に
関
わ
る
疾
患
に
つ
い

て
は
、
ま
だ
ま
だ
研
究
段
階
の
も
の

が
ほ
と
ん
ど
と
い
う
の
が
現
状
で
す

が
、
マ
ス
コ
ミ
に
も
折
に
ふ
れ
て
取

り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
る
た
め
、
誤
解
を
招
き
そ
う
な
も

の
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。

　

先
に
お
話
し
た
と
お
り
、
す
で
に

科
学
的
に
証
明
さ
れ
た
も
の
で
、
特

に
再
発
を
繰
り
返
す
症
例
に
つ
い
て

は
積
極
的
に
除
菌
治
療
を
行
う
べ
き

で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ピ
ロ
リ
菌
は
、
慢
性
胃
炎
の
原
因

菌
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
慢
性
胃

炎
に
よ
っ
て
萎
縮
し
た
胃
粘
膜
に
、

あ
る
種
の
胃
が
ん
が
発
生
す
る
場
合

が
あ
り
、
そ
の
関
連
が
以
前
よ
り
注

目
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
し
、
除

菌
に
よ
り
萎
縮
性
胃
炎
が
改
善
す
る

か
ど
う
か
は
未
だ
統
一
見
解
が
得
ら

れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
萎
縮
し
て
い

な
い
胃
粘
膜
に
発
生
す
る
胃
が
ん
も

あ
り
、
あ
ま
り
過
敏
に
反
応
す
る
べ

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ピ
ロ
リ
菌
の
直
接
的
な
発
が
ん

性
（
ま
た
は
発
が
ん
促
進
）
に
つ
い

て
も
検
討
課
題
が
多
く
残
さ
れ
て
お

り
、
現
時
点
で
は
不
明
で
す
。

　

潰
瘍
や
食
道
炎
等
の
所
見
が
な
い

に
も
関
わ
ら
ず
、
胃
痛
や
胸
焼
け

症
状
を
訴
え
る
方
が
多
く
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
ピ
ロ
リ
菌
陽
性
の
方
に

対
し
て
は
除
菌
が
有
効
で
は
な
い
か

と
さ
れ
て
い
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た

が
、学
会
等
の
最
新
の
知
見
で
は「
自

覚
症
状
の
改
善
に
は
ほ
と
ん
ど
効
果

が
な
い
」
と
い
う
方
向
に
傾
き
つ
つ

あ
り
ま
す
。
ま
た
除
菌
に
よ
り
10
％

程
度
が
胸
焼
け
症
状
を
訴
え
る
よ
う

に
な
る
た
め
、
除
菌
を
す
る
に
当
た

っ
て
は
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
す
。

　

除
菌
治
療
は
内
服
薬
を
１
週
間
、

飲
む
だ
け
の
治
療
で
す
。

　

ま
た
、
除
菌
治
療
の
成
功
率
は
80

〜
90
％
で
あ
り
、
除
菌
治
療
を
行
っ

て
も
菌
が
消
え
な
い
方
が
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
除
菌
が
不
成
功
に
終
わ

っ
た
場
合
、
２
回
ま
で
は
保
険
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
ピ
ロ
リ
菌
陽
性
の
胃
潰

瘍
ま
た
は
十
二
指
腸
潰
瘍
の
み
が
保

険
適
用
の
疾
患
で
あ
り
、
ピ
ロ
リ
菌

陽
性
の
胃
炎
や
他
の
疾
患
で
は
保
険

診
療
上
、
除
菌
治
療
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。

⑥

強
力
な
胃
薬
が
開
発
さ
れ
た
１
９
８
０
年
代
以
後
、
胃
・
十
二
指
腸
潰か
い
よ
う瘍

で
外
科
手
術
を
受
け

る
方
は
激
減
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
胃
痛
等
を
訴
え
る
人
は
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

今
回
、
胃
の
病
気
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
ピ
ロ
リ
菌
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

◆
ピ
ロ
リ
菌
の
検
査

◆
ピ
ロ
リ
菌
を
ど
ん
な
場
合

に
除
菌
す
る
の
か

◆
ピ
ロ
リ
菌
と

胃
・
十
二
指
腸
潰
瘍

◆
ピ
ロ
リ
菌
と
胃
が
ん
の

関
連
に
つ
い
て

◆
ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
は
胃
部

不
快
感
等
の
自
覚
症
状
の
改

善
に
有
効
か

◆
除
菌
治
療
の
実
際
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○
対
象
児
童

  

表
中
の
対
象
校
に
通
学
し
、
共
働

き
や
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
で
放
課
後

に
児
童
を
保
育
で
き
る
方
が
い
な
い

家
庭
の
小
学
校
１
年
生
か
ら
３
年
生

ま
で
の
児
童

○
開
設
時
間

・
月
〜
金
曜
日
＝
放
課
後
〜
午
後
６

時・
土
曜
日
お
よ
び
長
期
休
業
＝
午
前

８
時
〜
午
後
６
時

※
日
曜
日
、
祝
日
、
盆
、
年
末
年
始

は
休
み
で
す
。

※
萩
養
護
学
校
は
、
対
象
児
童
が
小

学
校
６
年
生
ま
で
、
開
設
時
間
は
月

〜
金
曜
日
は
午
後
５
時
ま
で
、
土
曜

日
お
よ
び
長
期
休
業
中
は
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
と
な
り
ま
す
。

○
利
用
料

  

児
童
１
人
に
つ
き
月
額
３
０
０
０

円
（
お
や
つ
代
等
含
む
）

○
申
込
方
法

  

各
小
学
校
ま
た
は
保
育
所
、
幼
稚

園
、
社
会
福
祉
課
ま
た
は
各
総
合
事

務
所
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
雇
用

（
見
込
）
証
明
書
ま
た
は
就
労
状
況

申
立
書
（
自
営
業
の
場
合
）
を
添
付

し
て
、
社
会
福
祉
課
ま
た
は
総
合
事

務
所
に
提
出

※
継
続
し
て
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方

も
新
た
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

○
申
込
期
限  
１
月
31
日

※
申
込
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
そ
の
時

点
で
定
員
を
超
え
て
い
る
場
合
は
４

月
か
ら
の
入
会
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
定
員
に
空
き
が
あ
れ
ば
随

時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
申
し
込
み

社
会
福
祉
課
児
童
母
子
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
（
２
５
・
３
５
３
６
）

　

父
母
の
離
婚
、
父
の
死
亡
等
に

よ
り
父
が
い
な
い
家
庭
、
父
が
重

度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
家
庭

等
で
、
18
歳
ま
で
の
児
童
（
障
害

の
あ
る
児
童
に
つ
い
て
は
20
歳
未

満
）
を
養
育
し
て
い
る
母
ま
た
は

養
育
者
に
、
生
活
の
安
定
と
児
童

の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
公
的
年
金
を
受
け
て

い
る
方
や
児
童
が
年
金
の
加
算
対

象
と
な
っ
て
い
る
場
合
、
ま
た
、

一
定
額
以
上
の
所
得
の
あ
る
方
に

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

募 

集 

対 象 校 開 設 場 所 募集定員
明倫小学校 明倫小学校 70人
椿東小学校 椿東小学校 50人
椿西小学校 椿西小学校 40人
白水小学校 玉江３区公会堂 15人
越ヶ浜小学校 越ヶ浜小学校 15人
大井小学校 大井小学校 10人
三見小学校 三見小学校 10人
川上小学校 萩社協川上支所 20人
多磨小学校 田万川コミュニティセンター 20人
小川小学校 小川コミュニティセンター 20人
むつみ小学校 むつみ福祉の里ふれあいセンター 20人
育英小学校 須佐老人憩いの家 30人
弥富小学校 弥富小学校 30人
明木小学校 旭老人憩いの家 20人
佐々並小学校 旭保健センター 20人
福川小学校 旧福川診療所 15人
紫福小学校 紫福小学校 15人
萩養護学校 萩養護学校 5人

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
障
害
が
あ

り
日
常
生
活
に
お
い
て
著
し
い
制

限
を
受
け
て
い
る
20
歳
未
満
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
、
障
害

を
持
つ
児
童
の
福
祉
の
増
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当 

※
18
歳
ま
で
の
児
童
と
は
、
18
歳

に
達
し
た
日
以
降
の
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
に
あ
る
児
童
の
こ
と
で

す
。

●
支
給
額

①
扶
養
児
童
１
人
＝
月
額
４
万
１

８
８
０
円
〜
９
８
８
０
円
（
収
入

に
応
じ
て
額
が
異
な
り
ま
す
）

②
扶
養
児
童
２
人
＝
①
の
金
額
に

月
額
５
０
０
０
円
を
加
算

③
扶
養
児
童
３
人
以
上
＝
①
、
②

の
金
額
に
、
３
人
目
以
降
１
人
あ

た
り
月
額
３
０
０
０
円
を
加
算

■
申
し
込
み 

社
会
福
祉
課
児
童
母
子
福
祉
係

　
　
　
　
　
（
２
５
・
３
５
３
６
）

●
支
給
額

１
級
＝
月
額
５
万
９
０
０
円

２
級
＝
月
額
３
万
３
９
０
０
円

■
申
し
込
み　

高
齢
・
障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
　
　
　
　
（
２
５
・
３
５
２
３
）

◎
児
童
扶
養
手
当

◎
特
別
児
童
扶
養
手
当

＊いずれも申請時には添付書類が必要となりますので、お問い合わせください。

ご存じですか
？

子育てと仕事の両立を応援します！

平成 18 年度

児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童
保
育
）
は
、
仕
事
な
ど
で
放
課
後
に
保
育
で

き
る
方
が
誰
も
い
な
い
家
庭
の
児
童
に
、
適
切
な
遊
び
や
生
活
の

場
を
提
供
し
、
児
童
の
健
全
育
成
を
目
指
し
て
い
る
も
の
で
す
。

市
内
18
か
所
に
開
設
し
て
い
ま
す
。

「児童クラブ」
　　入会児童 
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１皿105円から選べます１皿105円から選べます

明神池定食（1,995円）

玄米ピラフセット（750円）

おまかせ御膳（1,050円）

活イカ定食（1,500円）

甘鯛煮つけ定食（1，890円）

　

認
定
の
メ
ニ
ュ
ー
を
、
ぜ
ひ
ご
賞

味
く
だ
さ
い
。

◆
い
そ
萬
（
椿
東
・
越
ケ
浜
）　

う
に
さ
ざ
え
め
し
や
サ
ザ
エ
つ
ぼ
焼

き
な
ど
海
と
山
の
幸
を
豊
富
に
使
っ

た
「
明
神
池
定
食
（
夕
な
ぎ
）」。

◆
割
烹
千
代
（
今
古
萩
町
）

萩
沖
の
代
表
的
な
魚
の
甘
鯛
と
旬
の

野
菜
を
素
材
と
し
た
「
甘
鯛
煮
つ
け

定
食
」。

◎
御
食
事
処 

い
そ
萬

◎
割
烹 

千
代

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
喫
茶 

宙そ
ら

明神池定食（1,995円）

や
ま
ぐ
ち
食
彩
店
に
認
定

萩

玄米ピラフセット（750円）

おまかせ御膳（1,050円）

活イカ定食（1,500円）

甘鯛煮つけ定食（1，890円）

◎
ジ
ョ
イ
フ
ル
セ
ン
タ
ー
須
佐

◎
ゆ
と
り
パ
ー
ク
た
ま
が
わ 

ゆ
と
り
茶
屋

◎
田
万
川
温
泉
憩
い
の
湯
お
食
事
処
さ
く
ら

◆
宙
（
東
田
町
）　

地
元
米
を
調
理

し
た
「
玄
米
ピ
ラ
フ
セ
ッ
ト
」。

◆
ジ
ョ
イ
フ
ル
セ
ン
タ
ー
須
佐
（
須

佐
）　

男み
こ
と命
イ
カ
の「
活
イ
カ
定
食
」。

◆
ゆ
と
り
茶
屋
（
下
田
万
）　

刺
身
、
揚
げ
物
、
酢
の
物
な
ど
「
料

理
長
に
お
ま
か
せ
御
膳
」。

◆
お
食
事
処
さ
く
ら
（
下
田
万
）　

20
種
類
の
好
き
な
料
理
が
選
べ
る

「
地
産
・
地
消
お
好
み
メ
ニ
ュ
ー
」。

ゆ
か
り
の
地
に
記
念
植
樹

　

12
月
20
日
、
椿
山
荘
（
東
京
）
を

結
婚
式
場
と
し
て
運
営
す
る
藤
田
観

光
か
ら
、
ア
カ
マ
ツ
と
ヤ
ブ
ツ
バ
キ

▶
香
雪
園
に
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
の
植
樹

　

１
月
５
日
、
山
口
県
漁
協
萩

地
方
卸
売
市
場
で
、
平
成
18
年

初
セ
リ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
２
時
40
分
か
ら
、
今
年

１
年
の
豊
漁
と
安
全
を
祈
念
し

て
の
鏡
開
き
が
行
わ
れ
、
続
い

て
初
セ
リ
。
主
流
は
各
地
域
の

定
置
網
で
獲
れ
た
新
鮮
な
魚
た

ち
。
活
魚
で
は
ト
ラ
フ
グ
、
鮮

魚
で
は
ブ
リ
、
剣
先
イ
カ
、
ヨ

コ
ワ
（
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
幼
魚
）

な
ど
が
並
び
、
セ
リ
人
と
仲
買

人
の
威
勢
の
良
い
掛
け
声
が
鳴

り
響
き
ま
し
た
。 初

セ
リ

午
前
３
時

が
市
に
寄
贈
さ
れ
、
山
県
有
朋
の

生
誕
地
（
川
島
）、
藤
田
伝
三
郎

旧
宅
地
の
香こ

う
せ
つ雪

園
（
南
片
河
町
）、

萩
博
物
館
に
記
念
植
樹
し
ま
し

た
。

　

椿
山
荘
は
、
萩
出
身
で
内
閣
総

理
大
臣
を
務
め
た
山
県
有
朋
が
造

営
。
藤
田
観
光
は
、
萩
出
身
で
関

西
を
代
表
す
る
財
界
人
で
あ
っ
た

藤
田
伝
三
郎
が
創
立
。
今
回
の
植

樹
は
、
昨
年
６
月
椿
山
荘
に
ツ
バ

キ
の
苗
木
を
贈
っ
た
お
礼
と
し
た

も
の
で
、「
ル
ー
ツ
と
な
る
萩
と

の
関
係
を
大
事
に
し
た
い
」
と
加

藤
社
長
。

山
県
有
朋
と
藤
田
伝
三
郎
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笠
山
（
越
ヶ
浜
）
の
北
端
虎
ケ
崎

で
基
準
木
７
本
の
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
が
咲

き
始
め
、
12
月
27
日
開
花
宣
言
を
行

い
ま
し
た
。
例
年
よ
り
も
遅
い
開
花

で
す
が
、
そ
の
分
、
短
期
間
に
ま
と

ま
っ
た
開
花
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

椿
ま
つ
り
は
２
月
18
日
か
ら
３

月
21
日
ま
で
開
催
し
ま
す
。
ま

た
、
椿
見
ど
こ
ろ
案
内
人
に
よ
る

ガ
イ
ド
も
行
っ
て
い
ま
す
。
予
約

は
萩
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会

（
２
５
・
３
５
２
７
）
ま
で
。
椿
の
花

の
中
を
散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

萩・むつみ地域

椿
群
生
林 

12
月
27
日
開
花
宣
言

見
頃
は
２
月
中
旬
か
ら

　

12
月
20
日
、
伏ふ

す
ま
や
ま

馬
山
ふ
も
と
で
特

用
林
産
物
活
用
施
設
等
整
備
事
業
の

起
工
式
が
雪
の
中
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
や
ま
ぐ
ち
竹
炭
の

里
環
境
事
業
協
同
組
合
（
代
表
理
事

多
々
良
孝
一
）
が
主
体
と
な
り
、
大

型
竹
炭
窯
６
基
等
の
施
設
整
備
す
る

も
の
で
、
完
成
後
は
、
農
業
用
土
壌

改
良
材
や
床
下
調
湿
材
等
と
し
て
の

竹
炭
の
生
産
・
販
売
が
始
ま
り
ま
す
。

　

竹
炭
１
０
０
ｔ
の
生
産
に
は

１
０
０
０
ｔ
の
竹
材
が
必
要
で
、
広

く
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
も
お
願
い

し
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

竹
炭
大
型
窯
整
備
の
起
工
式
（
高
俣
）

2
万
５
０
０
０
本

　

見
島
で
は
長
男
が
生

ま
れ
た
家
で
、
そ
の
子

の
健
や
か
な
成
長
と
将

来
を
祝
福
す
る
た
め

「
鬼
ヨ
ー
ズ
（
大
凧
）」

を
作
っ
て
、
正
月
に
揚

げ
る
伝
統
が
今
で
も
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

12
月
10
日
、
見
島
12

区
（
宇
津
）
の
濱
村
一

▲軒下よりも大きい鬼ヨーズ
　　　　　（濱村家）

空
高
く
舞
い
上
が
れ

夫
さ
ん
美
幸
さ
ん
夫
妻
の
長
男

拓た
く
み美

く
ん
の
た
め
に
、
叔
父
の
濱

村
光
夫
さ
ん
指
導
の
も
と
、
親

戚
や
知
人
達
が
１
日
が
か
り
で
鬼

ヨ
ー
ズ
を
作
り
ま
し
た
。

　

鬼
ヨ
ー
ズ
は
畳
６
枚
分
の
大
き

さ
で
、
紅
白
の
へ
こ
（
足
）
を
つ

け
る
と
、
長
さ
が
８
ｍ
に
も
な
り

ま
す
。

　

ま
た
空
高
く
揚
が
れ
ば
揚
が
る

ほ
ど
縁
起
が
良
く
、
男
児
が
元
気

に
成
長
し
、
ま
た
部
屋
の
天
井
に

吊
る
し
て
お
く
と
鬼
を
も
恐
れ
ぬ

強
い
子
に
育
つ
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
「
鬼
ヨ
ー
ズ
の
よ
う
に
大
き
く

成
長
し
て
欲
し
い
」
と
、
父
の
一

夫
さ
ん
は
願
い
を
込
め
ら
れ
ま
し

た
。
濱
村
さ
ん
の
他
、
佐
々
木
道

夫
さ
ん
（
本
村
）、
山
谷
悦
昭
さ

ん
（
本
村
）
宅
で
も
鬼
ヨ
ー
ズ
が

作
ら
れ
、
正
月
の
空
に
天
高
く
揚

げ
ら
れ
ま
し
た
。

見
島
の
鬼
ヨ
ー
ズ

▲大空へ飛び立ちます
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田
万
川
「
暮
の
市
」

玄
武
岩
柱
状
節
理
（
龍

り
ゅ
う
り
ん
き
ょ
う

鱗
郷
）

　

小
川
地
区
の
県
道
工
事
の
際
に
偶
然

発
見
さ
れ
た
、
六
角
形
の
石
柱
が
立
ち

並
ぶ
岩
肌
、「
玄
武
岩
柱
状
節
理
」。
地

元
で
は
、
中
学
生
が
名
づ
け
た
「
龍
鱗

郷
」
の
愛
称
で
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

阿
武
町
の
イ
ラ
オ
山
が
火
山
活
動
を

し
て
い
た
頃
、
川
に
流
れ
込
ん
だ
溶
岩

が
、
急
激
に
冷
や
さ
れ
た
た
め
に
、
固

ま
り
な
が
ら
ひ
び
割
れ
、
そ
の
後
土
地

が
盛
り
上
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
柱
状
節
理
が
大
き
く
カ
ー
ブ
し
て

い
る
こ
と
は
、
全
体
が
巨
大
な
球
状
に

な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
す
。

　

地
質
関
係
が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に

　

12
月
28
日
か
ら
30
日
ま
で
、
暮

の
市
が
道
の
駅
ゆ
と
り
パ
ー
ク
た

ま
が
わ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
め
か
ざ
り
な
ど
の
正
月
飾

り
、
た
い
や
さ
ざ
え
な
ど
の
魚
介

類
、
干
し
柿
や
野
菜
な
ど
が
販
売

さ
れ
、
正
月
用
品
を
買
い
求
め
よ

う
と
、
朝
か
ら
沢
山
の
人
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　

特
に
し
め
か
ざ
り
は
地
元
の
方

が
作
っ
た
も
の
が
販
売
さ
れ
、
大

き
く
て
立
派
な
も
の
か
ら
、
自
動

車
用
の
か
わ
い
い
も
の
ま
で
が
そ

ろ
っ
て
い
ま
し
た
。

露
出
し
て
い
る
も
の
は
県
内
に
は
な

く
、
全
国
的
に
も
大
変
珍
し
い
も
の

で
す
。

川上・田万川地域

　

今
年
度
13
年
振
り
に
三
徳
橋
の

全
面
塗
装
工
事
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
車
道
橋
は
昭
和
48
年
に
竣
工

以
後
３
度
目
、
歩
道
橋
は
平
成
４

年
以
後
初
め
て
の
塗
替
工
事
で

す
。
鮮
や
か
な
赤
色
に
塗
り
替
え

ら
れ
、
周
囲
の
山
々
や
阿
武
川
の

水
の
色
に
よ
く
映
え
て
い
ま
す
。

　

三
徳
橋
は
、
昭
和
47
年
７
月
に

豪
雨
の
た
め
流
失
し
、
翌
年
８
月

に
橋
長
73
ｍ
の
ロ
ー
ゼ
桁
橋
と
し

て
立
て
替
え
ら
れ
、
ま
た
歩
道
橋

は
、
平
成
４
年
５
月
に
完
成
し
ま

し
た
。

三み
の
り徳

橋
の
塗
装
工
事

　

川
上
山
田
の
実
相
寺
に
あ
る
80
面
の

天
井
絵
は
、１
８
３
３
年
（
天
保
４
年
）

頃
制
作
さ
れ
、
萩
藩
の
お
抱
え
絵
師
集

団
で
あ
っ
た
雲
谷
派
５
人
の
絵
師
に
よ

る
共
同
制
作
で
し
た
。
天
井
絵
に
は
、

芍
薬
、
蘭
、
水
仙
、
桔き

き
ょ
う梗
、
紅
葉
、
枇び

わ

杷
な
ど
、
四
季
の
草
花
木
が
色
と
り
ど

り
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
部
分
的
に
は

剥
落
が
あ
る
も
の
の
、
本
堂
内
で
風
雨

や
外
光
に
も
晒
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
顔
料
や
色
彩
の
保
存
状
況
は
、

良
好
で
す
。

　

鮮
や
か
な
濃
彩
で
描
か
れ
、
明
確
な

墨
線
で
形
ど
る
雲
谷
派
の
草
花
図
の
典

型
的
な
描
法
が
見
ら
れ
、
寺
社
の
天

井
絵
と
し
て
は
珍
し
い
も
の
で
す
。

実じ
っ
そ
う
じ

相
寺　

80
面
の
天
井
絵

萩
市
指
定
有
形
文
化
財　

西
国
三
十
三
観
音
霊
場
絵
馬

山
口
県
指
定

天
然
記
念
物
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12
月
28
日
、
Ｊ
Ｒ
須
佐
駅
前
駐

車
場
で
年
末
恒
例
の
須
佐
特
産

「
暮
の
市
」
が
開
催
さ
れ
、
多
く

の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

毎
年
大
人
気
の
こ
の
「
暮
の

市
」。
商
品
が
売
り
切
れ
次
第
終

了
と
な
る
た
め
、
開
始
時
刻
前
か

ら
続
々
と
お
客
さ
ん
が
集
ま
り
、

開
始
と
同
時
に
各
売
場
に
は
黒
山

の
人
だ
か
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

人
気
の
赤
米
の
稲
穂
を
使
っ
た

し
め
飾
り
や
も
ち
、野
菜
な
ど
は
、

販
売
開
始
と
同
時
に
あ
っ
と
い
う

間
に
売
り
切
れ
て
い
ま
し
た
。

須
佐
特
産
「
暮
の
市
」
　

朝
鮮
や
中
国
の
陶
器
と
も
な

ら
び
称
せ
ら
れ
る
ほ
ど
の
、
優

れ
た
青
磁
器
が
焼
か
れ
た
「
須

佐
唐
津
焼
」。

　

窯
の
起
源
は
不
明
で
す
が
、

朝
鮮
か
ら
こ
の
地
に
流
れ
着
い

た
陶
工
が
焼
き
物
を
始
め
、
備

前
や
九
州
唐
津
か
ら
も
陶
工
が

移
住
し
、
益
田
家
の
保
護
を
受

け
て
須
佐
唐
津
焼
が
確
立
さ
れ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
は
益
田
家
が
御
用

窯
と
し
て
須
佐
唐
津
焼
の
生
産

を
振
興
し
た
た
め
、
日
用
雑
器

を
中
心
に
茶
器
、
置
物
な
ど
が

多
く
焼
か
れ
、繁
栄
し
ま
し
た
。 須

佐
唐
津
焼
古
窯
跡

むつみ・須佐地域

　

吉
部
八
幡
宮
の
境
内
の
参
道
を
登

る
と
中
段
の
参
道
の
左
右
に
２
本
、

吉
部
八
幡
宮
の
ス
ギ

　

暖
冬
と
言
わ
れ
て
い
た
今
年

の
冬
、
む
つ
み
地
域
は
一
面
銀

世
界
と
な
り
ま
し
た
。
12
月
の

時
期
に
、
こ
ん
な
に
早
く
か
ら

積
も
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で

す
。
慌
て
て
タ
イ
ヤ
交
換
さ
れ

た
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

グ
レ
ー
ダ
ー
（
除
雪
車
）
に

よ
る
除
雪
作
業
が
行
わ
れ
る
一

方
、
子
供
た
ち
は
、
外
に
出
て

雪
合
戦
を
し
た
り
、
雪
だ
る
ま

を
作
っ
た
り
、
突
然
の
大
雪
を

楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
ま
し

た
。

12
月
な
の
に
積
雪
60
㎝

山
口
県
指
定

天
然
記
念
物

片
俣
地
区

山
口
県
指
定

史
跡

上
段
本
殿
に
向
っ
て
右

側
に
１
本
、
計
３
本
の

ス
ギ
が
あ
り
ま
す
。
樹

齢
は
、
約
５
０
０
年
と

推
定
さ
れ
、
近
郷
に
は

見
ら
れ
な
い
巨
木
で

す
。

　

目
通
り
周
囲
は
最
高

6.9
ｍ
、
樹
高
は
最
高
34

ｍ
で
あ
り
１
社
地
に
こ

の
よ
う
な
巨
木
が
３
本
揃
っ
て
い
る

こ
と
は
珍
し
い
と
言
え
ま
す
。
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福
栄
地
域
出
身
の
岡
直
樹
さ
ん

が
中
国
山
東
省
か
ら
斉
魯
友
誼
賞

を
受
賞
さ
れ
、
そ
の
授
賞
式
が
11

月
25
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
山
東
省
の
経
済
・

社
会
の
発
展
に
寄
与
し
た
外
国
人

立
木
薬
師
如
来
像

　

福
井
下
の
願が

ん
ぎ
ょ
う
じ

行
寺
の
境
内
に
そ
び
え

た
つ
榧か

や

の
大
木
。
根
元
に
は
、
木
喰
五

行
上
人
に
よ
り
立
木
薬
師
如
来
像
が
彫

り
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
像
高
１
４
２

㎝
、
左
手
の
上
に
薬
壺
を
置
き
、
右
手

上
か
ら
覆
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
像
の
口
元
に
耳
を
あ
て
る
と

耳
が
よ
く
な
る
と
言
わ
れ
、
別
名
「
耳

の
薬
師
様
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

福
栄
地
域
に
は
、
木
喰
五
行
上
人
作

の
仏
像
が
、
こ
の
他
に
７
体
あ
り
、
願

行
寺
に
は
、
木
造
如
意
輪
観
世
音
菩
薩

坐
像
、
木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
の
２
体

も
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

斉さ
い
ろ魯

友ゆ
う
ぎ誼

賞
受
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

旭・福栄地域

第
25
回
旭
駅
伝
大
会

　

12
月
10
日
、
第
25
回
「
旭
駅

伝
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
小
学

生
・
中
学
生
男
子
、
女
子
・
高

校
生
・
一
般
・
オ
ー
プ
ン
参
加

の
29
チ
ー
ム
が
健
脚
を
競
い
ま

し
た
。

　

今
年
は
、
旭
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
を
ス
タ
ー
ト
し
、

ふ
れ
あ
い
塾
ま
で
の
７
区
間

（
小
学
生
10
区
間
）
18
・

.
４
㎞

で
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
、
優
勝
を

目
指
し
力
走
し
ま
し
た
。

　

寒
い
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

沿
道
で
は
多
く
の
人
が
選
手
た

ち
に
声
援
を
送
り
ま
し
た
。

師
走
の
恒
例
行
事

　

佐
々
並
川
の
支
流
、
日
南
瀬
川
の

垰
か
ら
宮
の
川
に
至
る
山
崖
の
渓
谷

に
、
淵
ケ
平
の
滝
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
滝
つ
ぼ
は
、
雨
乞
い
淵
と
呼

ば
れ
、
そ
の
昔
、
佐
々
並
の
村
里
が

ひ
ど
い
干
ば
つ
に
な
っ
た
と
き
、
滝

つ
ぼ
の
水
を
汲
み
出
し
、
わ
ら
を
焚

い
て
天
に
祈
願
し
た
と
こ
ろ
、
人
々

の
願
い
が
天
に
と
ど
き
雨
が
降
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
度
に
、
山
村
広
場
か
ら

板
橋
ま
で
を
遊
歩
道
と
し
て
整
備
。

そ
の
途
中
、
滝
を
一
望
す
る
こ
と
が

で
き
、
四
季
折
々
の
美
し
さ
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

淵ふ
ち

ケ
平ひ
ら

の
滝

（
耳
の
薬
師
様
）

の
専
門
家
に
贈
ら
れ
る
も
の
で

す
。

　

岡
さ
ん
は
、
現
在
、
山
東
省

煙
台
市
で
出
光
興
産
株
式
会
社

経
営
企
画
室
地
球
環
境
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
技
術
顧
問
を
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
の
受
賞
は
、
中
小
型

工
業
燃
焼
炉
（
産
業
用
石
炭
ボ

イ
ラ
ー
）
の
燃
焼
効
率
を
向
上

さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、
そ

れ
に
伴
う
二
酸
化
炭
素
排
出
量

の
削
減
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に

よ
る
も
の
で
す
。

【訂正】12月15日号の15ページ落合の石橋のタイトル「重要文化財」が、
　　　「国登録文化財」の誤りでした。お詫びの上、訂正します。

萩
市
指
定

有
形
文
化
財
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萩
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

４
月
30
日
に
任
期
満
了
と
な
る
萩

市
議
会
議
員
の
一
般
選
挙
（
定
数
30

人
）
の
立
候
補
予
定
者
に
対
す
る
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
届
出
書
類
等

を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
印
鑑
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

２
月
２
日
（
火
）
午
前
10

時
〜　

■
と
こ
ろ　

市
民
館
小
ホ
ー
ル

※
出
席
者
は
一
候
補
者
に
つ
き
３
人

以
内
と
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

選
挙
管
理
委
員
会（

２
５
・
２
９
１
２
）

償
却
資
産
の
申
告

　

固
定
資
産
税
に
係
る
償
却
資
産

申
告
書
の
提
出
期
限
は
１
月
31
日
で

す
。
申
告
書
が
お
手
元
に
届
い
て
い

る
方
は
、
必
ず
期
限
ま
で
に
税
務
課

固
定
資
産
税
係
ま
た
は
各
総
合
事
務

所
市
民
生
活
課
、
支
所
・
出
張
所
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
１
月
１
日
現
在
の
事
業
用

償
却
資
産
の
状
況
が
、
前
年
中
と
変

わ
ら
な
い
方
や
、
廃
業
等
さ
れ
た
方

も
、
そ
の
旨
を
記
入
し
申
告
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
17
年
中
に
新
規
に
事

業
を
開
始
さ
れ
た
等
、
償
却
資
産
の

申
告
が
必
要
な
方
は
税
務
課
固
定
資

産
税
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
固
定
資
産
税
係

（
２
５
・
３
５
４
３
）

給
水
装
置
工
事
事
業
者

追
加
指
定

　

次
の
業
者
が
新
た
に
指
定
業
者
に

加
わ
り
ま
し
た
。

○
㈲
Ｓ
Ｉ
Ｍ
Ｂ
Ａ

（
椿　

２
４
・
２
５
１
５
）

○
㈲
横
正
組

（
川
上　

５
４
・
２
１
１
６
）

※
水
道
工
事
を
す
る
時
は
、
必
ず
市

の
指
定
業
者
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。問

い
合
わ
せ

水
道
業
務
課　
（
２
５
・
２
３
９
８
）

市
県
民
税　

第
４
期
納
期

　

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
早
め
に

納
め
ま
し
ょ
う
。
口
座
振
替
を
ご
利

用
の
方
は
、
１
月
31
日
に
引
き
落
し

と
な
り
ま
す
の
で
、
残
高
の
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
納
期
を
過
ぎ
る
と
督
促
料

や
延
滞
金
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

収
納
課　
　
　
（
２
５
・
３
５
７
５
）

古
民
家
再
生
建
築
見
学
会

　

市
で
は
、
古
い
住
宅
の
良
さ
を
活

か
し
な
が
ら
、
高
齢
者
や
若
い
人
に

も
住
み
や
す
い
住
宅
と
な
る
よ
う
な

改
修
を
行
う
古
民
家
の
利
活
用
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
市
が
寄
付
を
受
け
、
浜

崎
の
町
並
み
保
存
・
活
用
の
施
設
と

し
て
現
在
、
保
存
修
理
を
行
っ
て
い

る
旧
山
中
家
住
宅
で
、
古
民
家
の
改

修
現
場
の
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

１
月
29
日
（
日
）
午
前
10

時
〜

■
と
こ
ろ　

旧
山
中
家
住
宅
（
浜
崎

２
区
、
山
口
銀
行
浜
崎
支
店
横
）

■
内
容　

古
民
家
の
利
活
用
リ

フ
ォ
ー
ム
、
耐
震
補
強
に
つ
い
て

■
参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ

ま
ち
な
み
対
策
課
（
２
５
・
３
２
３

８
）
ま
た
は
梅
屋
七
兵
衛
旧
宅

（
２
４
・
３
７
３
７
）

有
料
道
路
の
障
害
者
割
引

制
度
改
正
に
伴
う
手
続
き

　

平
成
16
年
６
月
の
制
度
改
正
に
伴

い
、
従
来
の
割
引
証
（
チ
ケ
ッ
ト
）

は
利
用
で
き
な
く
な
り
、
車
両
番
号

と
有
効
期
限
が
記
載
さ
れ
た
身
体
障

害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
を
提
示

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
変
更
手

続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象　

今
ま
で
ど
お
り
（
自
動
車

も
同
様
）

■
手
続
場
所　

高
齢
・
障
害
福
祉
課

障
害
福
祉
係

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
身
体
障
害
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

・
登
録
を
希
望
さ
れ
る
自
動
車
の
車

検
証
（
１
台
の
み
）

・
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
を
ご
利
用
に
な
る

場
合
は
、
障
害
者
本
人
名
義
の
Ｅ
Ｔ

Ｃ
カ
ー
ド
お
よ
び
車
載
器
の
管
理
番

号
が
確
認
で
き
る
も
の

※
そ
の
他
、
要
件
確
認
の
た
め
別
途

書
類
等
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

不
要
品
活
用
銀
行

■
お
ゆ
ず
り
し
ま
す　

萩
高
制
服
ズ
ボ
ン　

冷
蔵
庫　

健

康
器
具　

萩
幼
稚
園
制
服　

ぬ
い

ぐ
る
み　

フ
ァ
ッ
ク
ス　

盆
栽
用

小
・
中
鉢　

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド　

７

段
ひ
な
人
形
一
式　

五
月
人
形　

ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
入
り
羽
子
板　

プ

リ
ン
タ
ー　

ガ
ス
テ
ー
ブ
ル　

普

段
着
着
物　

タ
オ
ル
ケ
ッ
ト　

バ

ス
タ
オ
ル　

電
気
毛
布　

小
型
電

気
ス
ト
ー
ブ　

ガ
ラ
ス
大
皿　

大

皿　

オ
ー
ド
ブ
ル
皿　

冷
水
ポ
ッ

ト
セ
ッ
ト　

夏
物
ワ
ン
ピ
ー
ス　

防
寒
コ
ー
ト　

草
履
・
下
駄　

電

気
カ
ー
ペ
ッ
ト　

応
接
・
麻
雀
兼
用

テ
ー
ブ
ル　

電
子
レ
ン
ジ　

オ
ー
ブ

ン
ト
ー
ス
タ
ー　

■
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い　

子
供
用
ド
レ
ス　

原
付
バ
イ
ク　

着

物
・
浴
衣
・
帯　

東
中
男
子
制
服　

乳
母
車　

Ｍ
D
コ
ン
ポ　

子
供
用
自

転
車　

東
中
通
学
カ
バ
ン
自
転
車

◆
登
録
は
６
か
月
間
。
登
録
者
と
直

接
交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
希
望

者
は
、
ま
ず
広
報
課（
２
５
・
３
１
７

８
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
成
立
し

た
場
合
や
登
録
を
取
り
消
さ
れ
る
場

合
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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国
内
に
住
所
の
あ
る
方
は
、
20
歳

に
な
っ
た
ら
ど
な
た
も
公
的
年
金
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
な
い
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。　

　

国
民
年
金
は
、
皆
さ
ん
の
保
険
料

と
国
の
負
担
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
お

り
、
高
齢
者
の
老
後
の
生
活
を
社
会

全
体
で
支
え
合
う
世
代
間
扶
養
が
基

本
的
な
考
え
で
す
。

　

将
来
だ
け
で
な
く
、
若
い
時
か
ら

安
心
で
き
る
生
活
を
送
る
た
め
に
、

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
行
い
、

保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。

○
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

　

申
請
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
・
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
学
生
の
方
に
は
、
申
請
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

○
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と

　

将
来
受
給
す
る
年
金
額
が
減
る
だ

け
で
な
く
、
突
然
の
事
故
や
病
気

で
障
害
を
負
っ
た
と
き
の
障
害
年
金

や
、
一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た

場
合
の
遺
族
の
方
へ
の
遺
族
年
金
が

受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
課
老
人
保
健
・
年
金
係

（
２
５
・
３
２
３
９
）

問
い
合
わ
せ

高
齢
・
障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（
２
５
・
３
５
２
３
）

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基

づ
く
自
立
支
援
医
療
説
明

会
　

４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
「
障

害
者
自
立
支
援
法
」
に
基
づ
く
自
立

支
援
医
療
に
係
る
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

■
と
き　

１
月
29
日
（
日
）
午
後
２

時
30
分
〜
４
時

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
内
容　

自
立
支
援
医
療
と
そ
の
医

療
機
関
指
定
手
続
き
に
つ
い
て

■
対
象
者　

更
生
医
療
・
育
成
医
療

の
指
定
医
療
機
関
お
よ
び
精
神
通
院

公
費
該
当
医
療
機
関

■
定
員　

１
５
０
人

申
し
込
み　

山
口
県
障
害
福
祉
課

（
０
８
３
・
９
３
３
・
２
７
６
５
）

山
口
県
健
康
増
進
課

（
０
８
３
・
９
３
３
・
２
９
４
４
）

排
水
設
備
・
生
活
排
水
処

理
施
設
新
規
指
定
工
事
店

　

市
で
は
、
下
水
道
事
業
の
排
水
設

備
工
事
お
よ
び
特
定
地
域
生
活
排
水

事
業
の
生
活
排
水
処
理
施
設
の
工
事

が
適
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
指
定
工

事
店
制
度
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
市

の
指
定
が
な
け
れ
ば
排
水
設
備
お
よ

び
生
活
排
水
処
理
施
設
の
工
事
が
で

き
ま
せ
ん
。

■
指
定
要
件

○
排
水
設
備
工
事

・
責
任
技
術
者
が
１
人
以
上
専
属
し

て
い
る
こ
と
。

・
工
事
の
施
工
に
必
要
な
設
備
お
よ

　

び
器
材
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

・
山
口
県
内
に
営
業
所
が
あ
る
こ
と
。

・
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

・
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
こ
と
。

○
生
活
排
水
処
理
施
設
工
事

　

浄
化
槽
工
事
業
に
係
る
山
口
県
知

事
登
録
を
受
け
た
者
で
、
次
の
要
件

に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

・
浄
化
槽
設
備
士
が
１
人
以
上
専
属

し
て
い
る
こ
と
。

・
工
事
の
施
工
に
必
要
な
設
備
お
よ

　

び
器
材
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

・
山
口
県
内
に
営
業
所
が
あ
る
こ
と
。

・
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

・
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
こ
と
。

■
募
集
期
間　

２
月
１
日
〜
15
日

申
し
込
み

下
水
道
建
設
課
（
２
５
・
４
６
５
１
）

文
具
類
等
の
納
入
業
者

　

市
で
は
、
平
成
18
年
度
に
注
文
す

　

市
で
は
、
関
西
財
界
の
指
導
者

と
し
て
名
高
い
、
萩
市
出
身
の
藤

田
伝
三
郎
翁
の
偉
業
を
た
ど
る
市

民
号
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

藤
田
伝
三
郎
翁
は
、
１
８
４
１

年
（
天
保
12
年
）
に
萩
城
下
に
生

ま
れ
、
24
歳
の
と
き
に
高
杉
晋
作

に
師
事
し
奇
兵
隊
に
入
隊
。
維
新

後
「
実
業
界
に
入
り
て
国
家
に
貢

献
す
る
」
と
大
阪
に
出
て
実
業
の

世
界
に
進
み
、
大
阪
の
経
済
の
立

て
直
し
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た

し
ま
し
た
。

■
と
き　

３
月
29
日
（
水
）
〜
30

日
（
木
）
１
泊
２
日

■
と
こ
ろ　

岡
山
、大
阪
な
ど（
予

定
）

■
募
集
期
間　

２
月
１
日
〜
28
日

（
予
定
）

※
行
先
、
費
用
な
ど
募
集
の
詳
し

い
内
容
は
、
市
報
２
月
１
日
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
秋
に
は
市
民
号
「
長
州
フ
ァ

イ
ブ
の
足
跡
を
訪
ね
て
（
仮
称
）」

を
企
画
す
る
予
定
で
す
。
ど
う
ぞ

ご
期
待
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

企
画
課
（
２
５
・
３
１
０
２
）

萩
が
生
ん
だ
大
実
業
家

藤
田
伝
三
郎
翁
の
偉
業
を
た
ど
る

市
民
号

20
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金

募　

集

る
文
具
類
等
を
庁
舎
や
各
小
・
中
学

校
等
に
迅
速
に
納
入
で
き
、
市
内
に

本
店
を
構
え
る
業
者
を
募
集
し
ま

す
。
申
請
締
め
切
り
後
に
、
該
当
す

る
申
請
業
者
に
対
し
て
、
用
品
ご
と

に
見
積
も
り
を
依
頼
し
ま
す
。

※
納
入
業
者
は
、
市
の
物
品
調
達
等

に
係
る
指
名
競
争
入
札
参
加
有
資
格

業
者
で
あ
る
こ
と
。

■
申
込
方
法　

１
月
18
日
か
ら
31
日

ま
で
に
、
会
計
課
備
え
付
け
の
申
請

用
紙
を
提
出

申
し
込
み

会
計
課　
　
　
（
２
５
・
３
６
７
６
）

「
萩
お
も
し
ろ
雑
学
セ
ミ

ナ
ー
」
の
話
し
手

　

ど
な
た
で
も
、
気
軽
に
話
し
手
に

な
っ
た
り
、
聞
き
手
に
な
っ
た
り
し

て
行
う
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。あ
な
た
も
、

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
話
し
手
に
な
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
話
し
手
に
向

い
て
い
る
人
の
情
報
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

■
対
象
者　

市
内
ま
た
は
そ
の
近
郊

に
在
住
の
方
（
自
薦
他
薦
は
問
い
ま

せ
ん
）

■
話
す
内
容　

体
験
、
趣
味
な
ど
得

意
な
分
野
で
自
分
の
話
し
た
い
こ
と

を
約
90
分

申
し
込
み

２
月
15
日
ま
で
に
、
生
涯
学
習
課

（
２
６
・
５
６
３
６
）
へ
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萩
国
際
大
学
進
学
奨
学
生

■
対
象
者　

萩
国
際
大
学
に
入
学
見

込
み
で
、
向
学
心
に
富
み
有
能
な
資

質
を
有
し
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り

修
学
が
困
難
で
、
次
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
方

①
当
該
奨
学
生
の
保
護
者
が
萩
市
に

引
き
続
き
５
年
以
上
住
所
を
有
し
て

い
る
こ
と
。

②
他
の
奨
学
金
の
給
付
を
受
け
て
い

な
い
こ
と
。

■
募
集
予
定
人
員　

１
学
年
５
人
程

度■
給
付
期
間　

大
学
に
在
学
す
る
期

間
（
た
だ
し
４
年
を
限
度
）

■
給
付
額　

年
額
30
万
円

■
募
集
期
間

【
新
１
年
生
】　

○
推
薦
選
抜　

４
月
５
日
ま
で

○
一
般
選
抜　

３
月
２
日
〜
４
月
５

日○
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
の
利
用

２
月
９
日
〜
４
月
５
日

【
新
２
年
生
以
降
】　

４
月
３
日
〜
４

月
10
日申し

込
み

企
画
課
大
学
支
援
推
進
室

（
２
５
・
３
５
６
９
）

「
萩
循
環
ま
ぁ
ー
る
バ
ス
」

嘱
託
運
転
手

■
職
務
内
容　

バ
ス
運
転
業
務

■
募
集
人
員　

１
人

■
応
募
資
格　

25
歳
〜
64
歳
の
方

で
、
大
型
二
種
免
許
を
有
し
、
防
長

交
通
㈱
萩
営
業
所
に
通
勤
可
能
な
方

■
給
与　

年
間
２
５
０
万
円
程
度

※
詳
細
は
応
募
者
に
直
接
連
絡
し
ま

す
。申

し
込
み

２
月
15
日
ま
で
に
、
防
長
交
通
㈱
萩

営
業
所
（
２
２
・
３
８
１
１
）
へ

清
ち
ゃ
ん
と
あ
そ
ぼ
う
！

「
か
る
た
と
り
」

■
と
き　

１
月
19
日
（
木
）　

（
幼
児
）
午
前
10
時
〜
11
時

（
小
学
生
）
午
後
３
時
30
分
〜
４
時

30
分

■
と
こ
ろ　

須
佐
図
書
館

■
対
象
者　

幼
児
、
小
学
生

※
申
し
込
み
不
要

問
い
合
わ
せ

須
佐
図
書
館

（
０
８
３
８
７
・
６
・
５
５
０
０
）

萩
ユ
ネ
ス
コ
協
会
「
新
春

の
集
い
」
文
化
講
演
会

　

会
員
以
外
の
方
も
歓
迎
し
ま
す
。

■
と
き　

２
月
４
日
（
土
）
午
後
１

時
10
分
〜
２
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

■
演
題　
「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
が
学
ん

だ
萩
」

■
講
師　

一
坂
太
郎
（
萩
市
特
別
学

芸
員
）

■
参
加
料　

無
料

■
主
催　

萩
ユ
ネ
ス
コ
協
会

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課　
（
２
６
・
５
６
３
６
）

萩
中
央
女
性
セ
ミ
ナ
ー

　

今
年
度
２
回
目
を
開
催
し
ま
す
。

み
ん
な
で
体
を
動
か
し
、
寒
い
冬
を

健
康
で
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

■
と
き　

２
月
７
日
（
火
）
午
前
10

時
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　

市
民
館
小
ホ
ー
ル

■
内
容　

タ
オ
ル
等
を
使
っ
た
健
康

体
操

■
講
師　

萩
市
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健

師■
参
加
費　

無
料

■
定
員　

50
人

■
主
催　

萩
市
教
育
委
員
会

申
し
込
み

１
月
31
日
ま
で
に
、
中
央
公
民
館

（
２
５
・
１
２
３
４
）
へ

生
涯
学
習
講
演
会

■
と
き  

２
月
12
日
（
日
）
午
後
１

時
30
分
〜
３
時

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
講
座
室

■
演
題　
「
歴
史
を
多
角
的
に
み
よ

う
」

■
内
容　

長
州
藩
の
幕
末
維
新
史

を
、政
治
・
経
済
だ
け
で
な
く
、科
学
・

産
業
技
術
や
世
相
・
文
化
な
ど
の
多

角
的
な
視
点
よ
り
検
証
し
ま
す
。

■
講
師　

森
本
文
規
（
幕
末
長
州
科

学
技
術
史
研
究
会
幹
事
）

■
受
講
料　

無
料

■
主 

催  

萩
市
教
育
委
員
会

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課　
（
２
６
・
５
６
３
６
）

国
民
年
金
基
金
の年

金
相
談
会

■
と
き　

１
月
25
日
（
水
）
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

市
役
所
ロ
ビ
ー

■
内
容　

わ
か
り
や
す
い
年
金
制
度

の
説
明
、
ゆ
と
り
あ
る
老
後
の
備
え

の
た
め
の
国
民
年
金
基
金
の
個
別
相

談
・
質
問

国
民
文
化
祭

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

　

11
月
３
日
か
ら
12
日
ま
で
開
催
さ

れ
る
第
21
回
国
民
文
化
祭
・
や
ま
ぐ

ち
２
０
０
６
で
、
萩
市
で
開
催
さ

れ
る
事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま

す
。

　

訪
れ
た
人
が
笑
顔
に
な
る
「
お
も

て
な
し
」
で
一
緒
に
国
民
文
化
祭
を

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

■
内
容　

○
陶
芸
展
、
文
芸
祭　

川
柳
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
歴
史
と
ま
ち
並
み
、
フ
ラ

メ
ン
コ
、
民
謡
・
民
舞
の
祭
典　

作
品
の
監
視
、
会
場
受
付
、
場
内
案

内
、
誘
導
、
整
理
や
救
護
、
託
児
補

助
な
ど

※
作
品
の
監
視
は
陶
芸
展
の
み
。
参

加
し
た
い
事
業
を
選
ん
で
参
加
す
る

こ
と
も
可
能

◆
国
民
文
化
祭
や
ま
ぐ
ち
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
登
録
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
（
ス
タ
ッ
フ
ジ
ャ
ン

パ
ー
の
支
給
、
当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
保
険
の
加
入
、
事
前
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
研
修
会
に
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
）。

■
応
募
条
件　

小
学
生
以
上
（
小
学

生
は
保
護
者
同
伴
、
高
校
生
以
下
は

保
護
者
の
同
意
が
必
要
）

■
応
募
方
法　

３
月
15
日
ま
で
に
、

市
民
活
動
推
進
課
ま
た
は
各
総
合
事

務
所
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
市
民
活
動
推

進
課
へ
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

申
し
込
み

〒
７
５
８
―
８
５
５
５
萩
市
市
民
活

動
推
進
課
（
２
５
・
３
５
９
０
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
２
５
・
３
４
２
０
）
へ 募

集

募　

集
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■
相
談
員　

山
口
県
国
民
年
金
基
金

職
員

■
対
象
者　

国
民
年
金
第
１
号
被
保

険
者
（
60
歳
ま
で
の
国
民
年
金
加
入

中
の
方
）

※
受
付
は
直
接
会
場
で
行
い
ま
す

■
主
催　

山
口
県
国
民
年
金
基
金

問
い
合
わ
せ

市
民
課
老
人
保
健
・
年
金
係

（
２
５
・
３
２
３
９
）

出
張
年
金
相
談
所

■
と
き　

１
月
25
日
（
火
）
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

田
万
川
総
合
事
務
所

■
内
容　

年
金
相
談
お
よ
び
保
険
料

納
付
相
談

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
社
会
保
険
事
務
所

（
２
４
・
２
１
５
８
）

文
化
財
防
火
デ
ー

消
防
訓
練

　

毎
年
１
月
26
日
は
「
文
化
財
防
火

デ
ー
」
で
す
。
こ
の
日
は
、
文
化
財

を
火
災
等
の
災
害
か
ら
守
る
な
ど
、

文
化
財
愛
護
思
想
を
高
め
る
た
め
の

全
国
的
な
防
火
運
動
の
日
で
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
火

災
防
ぎ
ょ
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
も
文
化
財
の

大
切
さ
を
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。　
　

■
と
き　

１
月
22
日
（
日
）
午
前
10

時
30
分
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　

西
堂
寺
六
角
堂（
江
崎
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ　

文
化
財
保
護
課
（
２
５
・
３
１
４
１
）

消
防
本
部　
　
（
２
５
・
２
７
８
４
）

萩
城
下
の
古
き
雛
た
ち

　

毎
年
、
萩
に
残
っ
て
い
る
古
い
お

雛
さ
ま
を
観
文
化
財
施
設
等
に
展
示

し
、
多
く
の
観
光
客
や
市
民
の
方
に

喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

■
と
き　

２
月
３
日
（
金
）
〜
４
月

３
日
（
月
）

■
と
こ
ろ　

旧
久
保
田
家
住
宅
、
旧

湯
川
家
屋
敷
、
梅
屋
七
兵
衛
旧
宅
、

旧
田
中
別
邸
、
青
木
周
弼
旧
宅
、
伊

藤
博
文
別
邸
、
田
町
商
店
街
、
萩
博

物
館

■
主
催　

萩
城
下
の
古
き
雛
た
ち
実

行
委
員
会

○
古
い
お
雛
さ
ま
の
貸
出
し
募
集

　

２
か
月
間
貸
し
出
し
で
き
る
古
い

お
雛
さ
ま
を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
雛
さ
ま
の
飾
り
付
け
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集

　

お
雛
さ
ま
の
飾
り
付
け
の
際
、
お

手
伝
い
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集

し
ま
す
。

申
し
込
み　

観
光
課　
　
　
（
２
５
・
３
１
３
９
）

２月１日㈬
 萩博物館

【学習】
萩観光の現状について（観光課）
萩城跡と武家屋敷（萩観光ボランティア協会、萩観
光ボランティアガイドの会）

２月２日㈭
 萩博物館

【学習】
伝建地区の建物について（まちなみ対策課）
旧松本村の史跡（萩観光ボランティアガイドの会）

２月３日㈮
 萩博物館

【学習】
藍場川とその周辺の歴史について（萩観光ボラ
ンティア協会）
土原にある文化財と筋名について（萩観光ボラ
ンティアガイドの会）

２月６日㈪
 むつみ地域
（萩博物館集合）

【現地研修】
むつみ地域の文化財について（教育委員会むつ
み地域事務所）

２月７日㈫
 萩博物館

【学習】
萩特有の自然について（樹木医）
市内に残る明治維新期に活躍した家 （々萩博物館）

２月８日㈬
 須佐地域
（萩博物館集合）

【現地研修】
須佐地域の文化財について（教育委員会須佐地
域事務所）

２月９日㈭
 市内
 萩博物館

【現地研修】
寺町に残る伝説（まちじゅう博物館推進課）
【ガイド活動状況説明】
市内ガイド団体等

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
「
ま
ち
じ
ゅ
う

博
物
館
」
萩
の
歴
史
や
自
然
、
観

光
施
設
等
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ

き
、「
も
て
な
し
の
心
」
の
重
要
性

を
理
解
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
も

て
な
し
の
心
あ
ふ
れ
る
観
光
地
づ
く

り
へ
の
参
加
意
識
を
高
め
て
も
ら
う

た
め
に
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
主
会
場
を
萩
博
物
館
と

し
、
現
地
研
修
で
は
萩
地
域
の
ほ
か

に
、
む
つ
み
・
須
佐
地
域
に
つ
い
て

も
学
ん
で
い
た
だ
け
る
内
容
の
講
座

を
開
設
し
ま
す
。

■
と
き　

２
月
１
日
（
水
）
〜
３
日

（
金
）、２
月
６
日（
月
）〜
９
日（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

■
受
講
料　
　

無
料

■
募
集
定
員　

60
人
（
先
着
順
）

■
主
催　

萩
お
も
て
な
し
推
進
協
議

会
申
し
込
み　

観
光
課　
　
　
（
２
５
・
３
１
３
９
）

セミナー・講座日程表
いずれも午後１時30分～４時（２月９日のみ午後３時終了）

※（　）内は講師 萩
観
光
セ
ミ
ナ
ー
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
講
座

▲椿みどころ案内人
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◁往路
玉江駅 天樹院入口 東萩駅 萩国際大学

１月 21日
（土）

第１便 7:40 7:50 8:05 8:20
第２便 12:05 12:15 12:30 12:45

１月 22日
（日）

第１便 7:40 7:50 8:05 8:20
第２便 9:25 9:35 9:50 10:05

萩国際大学 東萩駅 天樹院入口 玉江駅
１月 21日
（土） 第１便 19:00 19:15 19:30 19:40

１月 22日
（日）

第１便 14:50 15:05 15:20 15:30
第２便 18:20 18:35 18:50 19:00

▷復路

福
栄
地
域人

権
教
育
推
進
大
会

　

身
近
に
あ
る
人
権
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き　

２
月
４
日
（
土
）
午
後
１

時
30
分
〜
３
時

■
と
こ
ろ　

福
栄
農
業
担
い
手
育
成

セ
ン
タ
ー

■
演
題　
「
障
害
と
と
も
に
生
き
る
」

■
講
師　

蔵
貫
信し

ん

（
市
内
在
住
の
画

家
）

■
主
催　

萩
市

問
い
合
わ
せ

福
栄
総
合
事
務
所
健
康
福
祉
課

（
５
２
・
０
１
４
５
）

　今年から、大学入試センター試験会場の萩国際大学への自家用車での受
験生の送迎は、英語リスニングテスト等に支障をきたす恐れがあるので全
面禁止になります。公共交通機関等の利用にご協力ください。
　なお、試験当日は、臨時路線バス（防長交通）を次のとおり運行します。

■
規
制
内
容　

車
両
通
行
止
め

（
迂
回
路
設
置
予
定
）

■
工
事
期
間　

１
月
中
旬
〜
３
月

下
旬
（
予
定
）

■
作
業
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時

問
い
合
わ
せ　

下
水
道
建
設
課（

２
５
・
４
６
５
１
）

通
行
規
制
に

　
　
　

 

ご
協
力
を

下
水
道
工
事
（
玉
江
地
区
）

����

����

����

���
���

�����

��������

��
���

萩
観
光
シ
ー
ズ
ン
開
き

■
と
き　

２
月
５
日
（
日
）
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

指
月
公
園
志し

づ

き
都
岐
神
社

■
内
容　

今
年
の
観
光
振
興
祈
願
、

「
男
な
ら
」
の
奉
納
、
抹
茶
・
し
ょ

う
が
湯
の
接
待　

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
市
観
光
協
会
（
２
５
・
１
７
５
０
）

萩
市
子
ど
も
会た

こ
あ
げ
大
会

　

豪
華
賞
品
が
当
た
る
抽
選
会
も
あ

り
ま
す
。

■
と
き　

２
月
５
日
（
日
）
午
後
１

時
〜
３
時
（
受
付
：
午
後
１
時
〜
１

時
30
分
）

※
雨
天
の
場
合
、
２
月
12
日
（
日
）

に
延
期

■
と
こ
ろ　

河
添
河
川
公
園
（
駐
車

場
は
河
添
河
川
公
園
、
ふ
た
ば
園
）

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
幼
児
（
保

護
者
同
伴
）、
小
・
中
学
生
、
一
般

■
表
彰　

入
賞
者
に
は
、
賞
状
、
賞

品
を
贈
呈
。
表
彰
の
対
象
は
、
た
こ

の
型
、
絵
柄
お
よ
び
た
こ
の
揚
が
り

方
（
小
・
中
学
生
に
よ
る
手
作
り
た

こ
が
条
件
）

※
た
こ
セ
ッ
ト
（
和
紙
・
竹
ひ
ご
）

を
先
着
２
０
０
人
に
無
料
配
布
し
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
生
涯
学
習
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
主
催　

萩
地
域
子
ど
も
会
育
成
連

絡
協
議
会

※
大
会
中
の
事
故
に
つ
い
て
は
、
応

急
処
置
の
み
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課　
（
２
６
・
５
６
３
６
）

萩
市
ス
キ
ー
競
技
大
会

■
と
き　

２
月
12
日
（
日
）
午
前
９

時
30
分
〜

■
と
こ
ろ　

広
島
県
芸
北
文
化
ラ
ン

ド
ス
キ
ー
場

■
種
目　

大
回
転
競
技
、
距
離
競
技

■
種
別　

一
般
男
女
（
男
子
は
Ａ
・

Ｂ
制
）、高
校
生
男
女
、中
学
生
男
女
、

小
学
生
男
女

■
参
加
料　
（
大
回
転
）
一
般
・
高

校
生
１
０
０
０
円
、
小
・
中
学
生

５
０
０
円

（
距
離
）
全
種
別
５
０
０
円

※
い
ず
れ
も
保
険
料
込
み

※
大
会
実
施
の
可
否
は
２
月
10
日
正

午
に
決
定
。
参
加
者
は
で
き
る
だ
け

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
の
こ
と
。

■
主
催　

萩
市
ス
キ
ー
連
盟

■
申
込
方
法　

２
月
５
日
正
午
ま
で

に
、
参
加
料
を
添
え
て
萩
光
塩
学
院

中
村
へ
提
出

申
し
込
み

萩
光
塩
学
院（２

２
・
０
７
２
８
）
中
村

寄
付

　

萩
交
通
安
全
協
会
婦
人
部
会
（
会

長　

永
田
禮
子
）
か
ら
、
交
通
遺
児

の
た
め
に
、
現
金
５
万
２
２
７
０
円

の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

問い合わせ　萩国際大学学務課（２４・４０１２）

大学入試センター試験
萩国際大学試験場をご利用の方へ
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職　種 資 格 等 勤務場所 勤務時間等 賃金（予定）

一般事務補助員 なし 本庁及び各施設 午前８時 30 分～午後５時 15 分 日額 5,700 円

税金国保徴収員 普通車運転免許所有者 本庁 午後１時～８時 15 分 日額 5,400 円

保育士 保育士証所有者 市内各保育園 午前８時 30 分～午後５時 15 分
（時差出勤、隔週土曜日勤務あり） 日額 7,000 円

児童クラブ指導員

各種教諭免許、幼稚園教諭
免許、保育士証、社会福祉
主事資格のいずれかを所有
する方、もしくは社会教育
団体の指導者または児童ク
ラブ指導員として相当の経
験を有する方

市内各開設児童ク
ラブ（むつみ地域
除く）

児童クラブ開設時間
（目安として、平日午後２時～６時、
土曜・長期休業中午前８時～午後６
時）のうち交代制
※週 30 時間未満勤務

時給 800 円

学校指導助手 各種教諭免許所有者 市内各小・中学校 午前８時～午後５時 15 分のうち８
時間勤務（年間 160 日以内勤務） 日額 5,700 円

保健指導員
養護教諭免許、看護師資格、
保健師資格のいずれかを所
有する方

鈴野川小学校
（須佐） 午前８時～午後４時 45 分 日額 7,100 円

学校給食調理員 なし 市内各小・中学校 午前８時～午後４時 45 分 日額 5,700 円

保育園給食調理員 なし 市内各保育園 午前８時 30 分～午後５時 15 分
（２食調理、土曜日勤務あり） 日額 6,300 円

医療事務補助員 障害者手帳受給者の方で、
医療事務資格所有者 本庁 午前８時 30 分～午後５時 15 分 日額 7,000 円

看護師 看護師資格所有者
萩市民病院ほか 午前８時 30 分～午後５時 15 分

（　　萩市民病院は交代制勤務あり）

日額 7,100 円
～ 10,160 円

准看護師 准看護師資格所有者 日額 7,100 円
～ 8,260 円

患者輸送車運転手 普通車運転免許所有者
（AT限定不可）

萩市国民健康保険
弥冨診療センター 診療時間帯の患者輸送（不定期） 時給 739 円

配食員 普通車運転免許所有者
（AT限定不可）

萩市高齢者保健福
祉支援センター
（やまびこ）

昼食、夕食配食時、それぞれ３時間
程度（交代）
（目安として午前 10 時～午後１時、
午後４時～７時頃）

時給 843 円

図書館司書 司書資格所有者 萩図書館
午前９時～午後５時 45 分、午前 10
時 30 分～午後７時 15 分の交代制勤
務（土日勤務あり）

日額 6,500 円

庁舎内清掃作業員 なし 須佐総合事務所 午前８時～正午（４時間） 時給 739 円

■
雇
用
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成
19

年
３
月
31
日
ま
で
の
必
要
な
期
間

■
選
考
方
法　
　

書
類
選
考
（
職
種

に
よ
っ
て
面
接
あ
り
）

■
注
意
事
項

○
資
格
等

（
※
１
）
平
成
18
年
３
月
ま
で
に
取

得
見
込
み
の
方
も
含
み
ま
す
。

（
※
２
）
一
般
事
務
補
助
員
を
希
望

の
方
で
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
で
き
る
方

は
、
そ
の
程
度
を
記
載
の
こ
と
。
検

定
資
格
等
あ
れ
ば
明
記
の
こ
と
。

○
勤
務
時
間
等　
（
※
３
）
萩
市
民

病
院
勤
務
に
つ
い
て
は
、
日
勤
の
ほ

か
交
代
制
勤
務
あ
り
。
希
望
す
る
時

間
帯
を
明
記
の
こ
と
。

○
賃
金　
（
※
４
）
１
月
15
日
現
在

の
予
定
単
価
の
た
め
、
変
更
の
可
能

性
あ
り
。

※
通
勤
距
離
が
片
道
５
㎞
以
上
の
方

は
、
規
定
に
よ
り
通
勤
手
当
相
当
分

を
加
算
（
時
間
給
の
方
を
除
く
）。

■
応
募
方
法　

２
月
３
日
ま
で
に
、

市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
に
希

望
す
る
職
種
を
記
入
の
う
え
、資
格
・

免
許
の
写
し
を
添
付
し
、
総
務
課
人

事
係
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
（
郵
送
の

場
合
は
当
日
消
印
有
効
）

※
後
期
募
集
は
、
市
報
９
月
１
日
号

で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

申
し
込
み

〒
７
５
８
―
８
５
５
５
萩
市
総
務
課

人
事
係
（
２
５
・
１
２
３
９
）

市役所臨時職員 前期募集 平成18年度採用の臨時職員を次のとおり募集します。

　

近
年
、
市
内
の
郡
司
鋳
造
所
跡
か

ら
、
幕
末
期
に
長
大
な
洋
式
大
砲
を

鋳
造
し
た
国
内
唯
一
の
石
組
遺
構
が

発
掘
さ
れ
ま
し
た
。

　

激
動
の
幕
末
期
に
、
日
本
の
伝
統

的
な
鋳
造
技
術
に
よ
っ
て
洋
式
大

砲
を
つ
く
る
と
い
う
空
前
の
大
事
業

に
、
郡
司
家
の
男
た
ち
が
ど
う
立
ち

向
か
っ
た
か
、
そ
の
格
闘
の
奇
跡
に

迫
り
ま
す
。

■
と
き　

２
月
４
日
（
土
）
〜
４
月

９
日
（
日
）

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
企
画
展
示

室
・
萩
再
発
見
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
入
館
料　

大
人
５
０
０
円
、
高

校
・
大
学
生
３
０
０
円
、
小
・
中
学

生
１
０
０
円

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク　

２
月
４
日
（
土
）、３
月
４
日
（
土
）・

25
日
（
土
）
の
午
後
１
時
30
分
か
ら

約
１
時
間
、
当
館
研
究
員
が
展
示
解

説
を
行
い
ま
す
。☎

２
５
・
６
４
４
７

萩
博
物
館
企
画
展

「
幕
末
長
州
藩
の
科
学
技
術

〜
大
砲
づ
く
り
に

挑
ん
だ
男
た
ち
〜
」

◆
募
集
要
項

▲大砲鋳造石組の遺構

※１ ※4

※2

※3
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旧湯川家屋敷（川島）

本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載しています。
（敬称略）※12月16日～12月31日受付分

お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

■人の動き（平成17年12月末日）
　人口／59,451人（前月比－67）　男／27,438人（前月比－33）
　女／32,013人（前月比－34）　世帯数／24,738世帯（前月比－2）
　出生／22人　死亡／70人（12月分）

慶弔だより

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

お悔やみ申し上げます
氏　名 年齢 住　所死亡日

co
n

g
ratu

latio
n

co
n

g
ratu

latio
n

co
n

d
o

len
ce

映画 「長州ファイブ」萩ロケ表紙

　この日は、1862年（文久２年）８月、東海道で起きた
英国人殺傷の生麦事件の撮影。平安古備組や萩東中・萩西
中学校の皆さんをはじめ、萩市全域から総勢180人が、
薩摩藩の大名行列に扮しました。
　撮影は、綿密な打ち合わせにはじまり、何度もＮＧで取
り直し。
　最高気温３度、雪と強い海風のため体感温度はさらに低
いこの日。地元漁協婦人部がふぐ鍋などを振る舞い、撮影
スタッフ・エキストラは身も心も温まりました。

2005.12.17-18 虎ヶ崎（越ケ浜・椿東）

　今年１年の豊漁を祈り、初セリが始まりました。
　深夜３時。辺りは静かで真っ暗ですが、市場からは、ピ
リッとした緊張感が漂い、威勢のよい掛け声が、小気味よく
聞こえてきます。
　外は雪が降り続く、Tシャツ姿のセリ人と仲買人の熱気
が伝わってくるようでした。

１月５日
山口県漁協萩地方卸売市場

旧湯川家屋敷（川島）
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